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自己紹介 
§  大学評価情報室


ú  大学評価（認証評価と法人評価）について、組織
評価を推進・支援する業務。


ú  教員データベースとその公開システム「研究者情
報」の運営。


§  個人

ú  専門：情報学、ウェブ、評価情報分析
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1.	
  はじめに 
§  学術資源のオープンアクセス化


ú  オープンアクセスジャーナル

ú  セルフアーカイビング 

§  機関リポジトリでの論文蓄積・公開

ú  研究機関でのセルフアーカイビング


§  研究者データベース

ú  各研究者の業績を記録・公開

ú  九州大学「研究者情報」

ú  多数の論文タイトルが記載


§  連携

ú  九州大学「研究者情報」では各研究者の論文から，九
州大学のリポジトリ「QIR」へのリンクが生成
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IRのコンテンツ数 
§  機関リポジトリ(IR)への論文登録が「比較的」少ない

§  九州大学の場合


ú  研究者DBに登録されている論文数：70,000

ú  IRに登録されているコンテンツ数： 15,000


§  外部で発表されている論文が少ない

ú  学協会論文誌の研究論文

ú  国際会議の論文


§  最も良質なコンテンツが掲載されないのはなぜか？ 
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IRの問題 
§  論文登録が少ない理由


ú  IRへの文献登録作業が面倒 
ú  IRでの文献公開の効果・利益が分からない

ú  著作権処理を図書館がすることを知らない


§  対策

ú  (1) IRでの文献蓄積・公開の有効性検証 
ú  (2) 外部出版論文の，半自動IR登録 
ú  (3) IRへのアップロード作業の軽減

ú  (4) 著作権処理の啓発


   多くの学協会はIRでの公開OK 
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研究中	
 

開発中	
 

本発表の対象	
 

広報活動の強化	
 



連携の成果 
§  連携は2006年から行っている。

§  研究者DBと機関リポジトリ(IR)への連携機能強化


ú  IRへの論文登録作業を軽減

ú  IR未登録論文の「見える化」

ú  九州大学「研究者情報」サイト訪問者への利便性
向上 
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2.九大機関リポジトリと研究者情報	
  

§  九州大学学術情報リポジトリ QIR

ú  H18年 (2006) 4月に運用開始


§  大学評価情報システム DHJS

ú  ２つのサブシステム


   入力システム

   閲覧システム　「研究者情報」


§  リンクシステム

ú  QIRとDHJSの間をつなぐシステム
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九州大学 
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設立	
 １９１１年	
 

職員数	
 
教員，研究者	
  

8,000	
  
2,300	
  ..	
  3,000	
 

総学生数	
  
学部学生	
  
大学院生	
 

20,000	
  
11,000	
  
	
  9,000	
  

福岡市	
 

System	
 QIR	
 DHJS	
 Scopus	
  
(2009)	
 

論文数	
  
（メタデータ件数）	
  

15,000	
   70,000	
 4,000	
 



QIRのコンテンツ数・割合 
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74%	
  

8%	
  

5%	
  

3%	
  

3%	
  

2%	
  
1%	
  
1%	
  1%	
  1%	
  1%	
  0%	
   紀要論文	
 

学術雑誌論文	
 

会議発表論文	
 

その他	
 

テクニカルレポート	
 

一般雑誌記事	
 

プレプリント	
 

会議発表用資料	
 

研究報告書	
 

図書	
 

学位論文	
 

教材	
 

種類	
 	
 文献数	
 	
 割合	
 

紀要論文	
 11172	
 74%	
 

学術雑誌論文	
 1226	
 8%	
 

会議発表論文	
 744	
 5%	
 

その他	
 525	
 3%	
 

テクニカルレポート	
 429	
 3%	
 

一般雑誌記事	
 264	
 2%	
 

プレプリント	
 163	
 1%	
 

会議発表用資料	
 148	
 1%	
 

研究報告書	
 134	
 1%	
 

図書	
 116	
 1%	
 

学位論文	
 106	
 1%	
 

教材	
 34	
 0%	
 
総数	
 15061	
 100%	
 



研究者情報 
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入力システム	
 閲覧システム	
 

九州大学「研究者情報」	
  
http://hyoka.ofc.kyushu-­‐u.ac.jp/	
 



研究者情報 
§  大学評価情報システム（DHJS）


ú  教員は入力が義務

ú  教員以外の研究者も登録可能


§  研究者情報（DHJS閲覧システム）

ú  全教員のデータが格納されている


§  検索エンジンにヒットしやすい

ú  入力したデータは「提出」ボタンを押すと静的な
HTMLファイルとして出力


§  スゴイSEO効果

ú  ランダムに選んだ教員名100個をGoogleで検索

ú  90人は，1,2位に九州大学「研究者情報」 
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3.	
  研究者DBとQIRの連携機能開発 

§  課題 
ú  ７万件を超える研究者情報の論文データとQIRの
コンテンツをどのようにリンク付けするか。 

§  条件 
ú  お互いに機能を作り込むことはしない。 
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3.	
  研究者DBとQIRの連携機能開発 

§  課題 
ú  ７万件を超える研究者情報の論文データとQIRの
コンテンツをどのようにリンク付けするか。 

§  条件 
ú  お互いに機能を作り込むことはしない。 

§  こたえ 
ú  自動リンクはをQIRでの詳細検索とする。 
ú  研究論文の書誌情報を詳細検索のキーワードと
する。 
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リンクシステム（＝詳細検索） 
§  研究者情報（DHJS閲覧システム）と，QIRを紐付け 
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DHJS	
  (researcher	
  DB)	
 

Search	
  results	
 

QIR	
 



DHJS入力システムの改善 
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QIR登録済かどうか	
 

QIR未登録論文が分かるように「見える化」	
 



リンクシステムの改善 
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QIR論文への紐付けが無い	
  
→著者とタイトルで検索	
 

QIR論文登録への	
  
リンク	
 

このリンクは著者には有効。	
  
しかし，ほとんどの利用者	
  
（DHJS閲覧システム・研究	
  
者情報サイト訪問者）には	
  
不要。	
  

２０１１年３月末までに改善予定	
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4.	
  おわりに 
§  九州大学における研究者DBと機関リポジトリの連携
機能開発

ú  IRへの論文登録を増やしたい


§  最近の改善

ú  閲覧システムのアイコン変更

ú  入力システムで未登録論文を「見える化」


§  今後

ú  改善の効果を定量化


   2009年度と2010年度のIR論文登録数を比較

ú  その他の研究開発も並行して進める 
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今後の開発 
§  外部発表論文のIR登録


ú  学協会で公開された論文を機械的に発見

ú  著者に登録を促すシステム


§  著作権処理状態の管理システム

§  研究者へのフィードバックシステム


ú  アクセス数，閲覧者数，ニュースとの関連

§  IR上の文献検索や文献推薦を行うシステム 
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共同研究者 
§  伊東 栄典


ú  情報基盤研究開発センター准教授

ú  認証基盤事業室室長


§  馬場 謙介

ú  附属図書館准教授

ú  学術情報リポジトリなどを担当


§  田中 要江

ú  大学評価情報室テクニカルスタッフ

ú  大学評価支援、研究者情報データベース運営
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ご清聴，ありがとうございました。	
 


